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村からのお　　せ知ら
産業振興課からのお知らせです

健康・保険課からのお知らせです

村での米の取り扱いについて

ふるさと公園春まつりを開催します

人間ドックの検診費を助成します

　ふるさと公園において春まつりを開催しますので、ご家族連れでお出かけください。

■日時…５月４日㈪～５日㈫　午前９時～午後４時　　　■場所…ふるさと公園

■ ふるさと公園…バッテリーカーの運行、ミニSLの運行、ヨーヨーつり、焼きそば・フランクフルト・かき氷の販売、

もちつき、いも鉄砲大会　※詳細は毎戸配布チラシをご覧ください。

■JA農畜産物直売所…農畜産物の値引き販売

■耳飾り館…プラバンキーホルダー作り（無料）

■しんとうワイナリー…しんとうワインの試飲、ワイン２本以上お買い上げの方に粗品を進呈

▶お問い合わせは、産業振興課（☎54-2211　内線223）へ

　榛東村国民健康保険または後期高齢者医療制度の被保険者が人間ドックを受診した場合に、その検診費の一部を次の

とおり助成します。なお、人間ドックを受診した日の属する年度に、村が実施する健康づくり健診、特定健診または後

期高齢者健康診査を受けた方は、助成の対象者であっても人間ドック検診費の助成の申請はできませんのでご留意くだ

さい。

■助成対象者と助成金額

　・国民健康保険被保険者…20歳から74歳の方で、国民健康保険税に滞納のない世帯に属する方

　・後期高齢者医療制度被保険者…後期高齢者医療保険料に滞納のない方

　・助成金額…25,000円または人間ドックに要した費用のいずれか低い額

■申請方法

　人間ドックを受診した後、次のものを持って、お早めに（おおよそ２ヵ月以内）健康･保険課で申請をしてください。

■申請に必要なもの

　・榛東村国民健康保険被保険者証または後期高齢者医療被保険者証　・人間ドック検診費の領収書（原本）と検診結果

　・印かん　・世帯主名義の預金通帳など口座番号が分かるもの

▶お問い合わせは、健康・保険課（☎54-2211　内線141）へ

【米の取り扱いについて】
　新たな政策として事業開始時に職員を通じて北群渋川農協に
米扱い委託を依頼しましたが、回答は【コシヒカリ玄米30㎏一
袋の全農価格が3,200円】であったため、稲作に報いる単価でな
いと考え、前年並みの収入になるよう【村単独での実施を選び、
米単価を30㎏ 8,000円】としました。担当職員には精米方法の
企画と慣れぬ米運びも指示し、農家や企業などの所得向上と村
の財源につなげる本事業は地域の特産品をブランド化し経済を
活性化するための制度で、数日前に寄附金額は１億円を超えて
27年度も数億円規模の事業に育てるよう努力して参ります。

榛東村長

（一部省略）写
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住民生活課からのお知らせです

税務課からのお知らせです

太陽光発電システムの設置に補助金が交付されます

土地・家屋の実地調査について

　村では、住宅用太陽光発電システムを新たに設置する方に対して、補助金を交付することで環境への負荷の少ないク

リーンエネルギーの普及促進を図り、地球温暖化防止に寄与します。

■申請期間

　平成27年４月１日㈬から平成28年３月31日㈭まで

　※システム設置後（電力会社との受給契約後）60日以内に申請してください。

■補助対象設備

　⑴住宅の屋根等への設置に適しているもの

　⑵低圧配電線と逆潮流有りで連携するもの

　⑶電力会社と電力需給契約を締結するもの

　⑷太陽電池の最大出力の合計値が10kw未満のもの

　⑸日本工業規格等で認められているもの

　⑹未使用のもの

■補助対象者

　⑴ 村内の自ら居住する住宅に発電システムを設置していること、又は村内に自ら居住するために発電システム付き住

宅を購入していること。

　⑵補助金を受けようとする者及びその者の属する世帯員全員が、補助金交付申請時に村税等を滞納していないこと。

　⑶過去にこの要綱による補助金の交付を受けていないこと。

※1　補助金を受けることができる者（法人を除く。）は、上記に掲げる要件をすべて満たす者とします。

※2　県と併用して補助金を受けられます。

■補助金の額

【村内業者による工事の場合】

　　太陽電池モジュール（太陽光パネル）の公称最大出力１kwあたり５万円（上限４kw、20万円まで）

　　※補助金のうち、20%（1,000未満は切捨て）は商業振興券で交付します。

【村外業者による工事の場合】

　　太陽電池モジュール（太陽光パネル）の公称最大出力１kwあたり２万円（上限４kw、８万円まで）

　　※補助金の交付は、１住宅につき１回限りとし、かつ、１世帯につき１回限りです。

■申請方法と必要書類

　詳細に関しては、村ホームページをご覧ください。

▶お問い合わせは、住民生活課（☎54-2211　内線122）へ

　村では、平成27年度土地および家屋に係る固定資産税の適正な課税のため、航空写真を基に土地及び家屋の現況を調

査し固定資産課税台帳との照合作業を下記により行います。

　つきましては、調査員が皆さまの土地に立ち入らせていただく場合がございますが、ご理解ご協力をお願いします。

１．調査期間　平成27年４月～平成28年３月

２．調査区域　村内全域

３．調査内容

　　・土地について

　　　現況（課税）地目と実際の土地の利用状況が一致しているか確認します。

　　・家屋について

　　　新築・増改築、取り壊しについて確認します。

４．調査員

　　調査は、「固定資産評価補助員証」を携帯した村税務課職員が行います。

▶お問い合わせは、税務課資産税係（☎54-2211　内線164）へ
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村からのお　　せ知ら
榛東村内空間放射線量測定結果について

子育て・長寿支援課からのお知らせです

榛東村内各施設等において空間放射線量を測定しました

産前・産後のお母さんをサポートします

　村で測定した村内各施設等の平成27年３月の放射線量は次のとおりです。（測定日：３月13日、17日）

■基準値…0.23マイクロシーベルト／時（年間１ミリシーベルト）

※原子力災害対策本部が示した面的な除染を実施する場合の被ばく線量

■測定値について…村では、群馬県立県民健康科学大学 大学院診療放射線学研究科専任講師 杉野雅人博士の指導のもと、

ハンディー型線量計（Ａ2700型 Mr.Gamma）を使用して空間放射線量を測定しています。

　村では、平成27年４月から渋川市・吉岡町との共同実施により「産前・産後サポート事業」を開始します。育児不安を

抱えていたり、体調の回復が十分でない産前・産後の母親に対し、援助者が自宅に伺い家事や育児を行うもので、心身

両面からの援助を目的としています。

○対象者
　・村内に住所のある産前１カ月から産後１年のお母さん

　・双子以上の場合、産前２カ月から産後１年までのお母さん

　　※家事・育児等を手伝ってくれる家族がいないお母さん

○援助内容
　・家事援助（食事の準備、後片付け、洗濯、掃除等）

　・育児援助（授乳、おむつ交換、沐浴介助等）

　　※ 育児援助は該当となるお子さんのみです。（兄・姉等の育児は含みません。ファミリー・サポート・センターなど

をご利用ください。）

　　※援助時に母親が在宅していることが条件です。母親のみの外出のためにお子さんを預かる事業ではありません。

○利用について　　３回まで無料！　４回目以降１回1,700円
　・午前９時から午後６時まで。（年末年始を除く）

　・１日２時間までの利用です。

　・３回までは無料です。

　・４回目以降は１回1,700円となります。（30回まで）

○申込方法
　利用希望の方は１週間前までに電話で申し込んでください。

　※希望日に利用できない場合もあります。

　※当日キャンセルは１回の利用とみなします。

▶ お問い合わせ・お申し込みは、しぶかわファミリー・サポート・センター「産前・産後サポート担当」へ（☎22-5200 

月曜日～金曜日 午前９時～午後５時）

№ 測定場所 測定値（マイクロシーベルト/時） 天気地表 50㎝ 1ｍ
1 役場・保健相談センター 0.079 0.060 0.063 晴れ

2 北部第２学童保育所 （旧庁舎分室）0.036 0.034 0.040 晴れ

3 中央保育園 （兼 うぐいす学童） 0.048 0.044 0.042 晴れ

4 北部保育園 0.048 0.044 0.044 晴れ

5 南部保育園 0.060 0.056 0.066 晴れ

6 南部第１・第２学童 0.058 0.053 0.045 晴れ

7 児童館 0.057 0.054 0.050 晴れ

8 榛東中学校 駐輪場 0.044 0.037 0.037 晴れ

№ 測定場所 測定値（マイクロシーベルト/時） 天気地表 50㎝ 1ｍ
9 榛東中学校 東グラウンド 0.023 0.031 0.029 晴れ

10 北小学校 （兼 北部第１学童） 0.034 0.031 0.031 晴れ

11 南小学校 0.024 0.028 0.024 晴れ

12 北幼稚園 0.061 0.051 0.043 晴れ

13 南幼稚園 0.067 0.069 0.061 晴れ

14 南部コミセン 0.052 0.056 0.055 晴れ

15 総合グラウンド 0.048 0.042 0.042 晴れ

▶お問い合わせは、住民生活課（☎54-2211　内線122）へ
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子育て・長寿支援課からのお知らせです

子育て・長寿支援課からのお知らせです

平成27年度 まかせて会員参加者募集と研修日程のお知らせ

東日本大震災義援金について

　ファミリー・サポート・センター事業の「まかせて会員」と産前・産後サポート事業の「支援ヘルパー」を同時に募集

しています。

　ファミリー・サポート・センター事業の「まかせて会員」と産前・産後サポート事業の「支援ヘルパー」になるために

は研修が必要です。研修日程は以下の表のとおりです。

※申込が必要です。５月20日㈬までに連絡してください。　※会場：ほっとプラザ２階

５月25日㈪

９:30～ 10:00
開校式・オリエンテーション 13:30 ～ 15:30

安全管理・事故予防
講師　渋川広域消防本部職員10:00 ～ 12:00

保育の心　　講師　佐野信子先生

５月26日㈫
10:00 ～ 12:00
赤ちゃんの世話
講師　石坂泰子助産師

13:30 ～ 15:30
心の発達と保育の関わり
講師　村上博美家庭相談員

５月28日㈭
10:00 ～ 12:00
児童虐待防止と里親制度について
講師　中央児童相談所職員

13:30 ～ 15:30
子どもの遊び
講師　子ども課職員

５月29日㈮
10:00 ～ 12:00
小児看護：子どもの観察
講師　田中陽子看護師

14:00 ～ 16:00
小児の病気
講師　福江靖医師
（会場は北毛病院会議室となります）

６月１日㈪

９:30～ 13:00
生活リズム・片付け・家事のコツ・調
理実習（材料費がかかります）
講師　前橋友の会のみなさん

14:00 ～ 15:00
修了式
援助活動の流れについて
ファミサポ職員

※教本代（保育サポーター）…2,500円　教本をもっている方は、研修の時に持参してください。

※昼食は、各自で用意してください。

※ 色のついたところは、産前・産後サポート研修を兼ねています。

※全ての講習を受けた方は、病児・病後児保育の修了証を発行します。

▶ お問い合わせ・お申し込みは、しぶかわファミリー・サポート・センターへ（☎22-5200 月曜日～金曜日 午前９時～

午後５時）

　東日本大震災義援金の受付が、平成28年３月31日まで延長されました。皆さまからお預かりした義援金は、日本赤十

字社群馬県支部を通じて被災地に届けられます。なお、平成27年４月１日から平成28年３月31日までにお預かりした義

援金は、送金対象が岩手県、宮城県、福島県、茨城県となります。役場子育て・長寿支援課及び榛東村社会福祉協議会

にて受付けていますので、村民皆さまの心温まるご協力をお願いします。

▶お問い合わせは、子育て・長寿支援課（☎54-2211　内線131）へ
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村からのお　　せ知ら
介護保険

榛東村第６期介護保険事業計画と
老人福祉計画が策定されました

　近年、我が国の人口構造の高齢化は急速に進み、平成26年10月１日現在、総務省による人口推計では、高齢者人口は

3,300万人、総人口に占める割合（高齢化率）は26.0％となっています。さらに、団塊の世代が75歳以上となる平成37年

には、国民の３人に１人が65歳以上の高齢者、５人に１人が75歳以上となることが予測されています。

　こうした状況の中、高齢化がますます進むうえ、高齢者の単独世帯や夫婦のみの世帯、認知症高齢者等はさらに増加

することが予測されており、平成37年を見据え、地域の実情にあった「地域包括ケアシステム」の構築をめざす必要があ

ります。

　そこで、第６期計画（平成27年度～平成29年度）においては、平成37年度の「地域包括ケアシステム」の構築に向け、

新たな介護予防・日常生活支援総合事業や認知症施策、多様な生活支援サービス等の取り組みを本格化するため、中長

期的な視点に立った計画として、高齢者福祉計画と介護保険事業計画を一体的に策定し、本村が目指すべき姿として掲

げる「健康で心豊かに、生きがいをもって安心して暮らせる村」の実現に向けた取り組みを推進します。

○認定者数の推計値
　認定者数は年々増加を続け、

平成29年には674人、平成37

年には755人になることが見

込まれます。

　要介護度別にみると、平成

27年から平成37年にかけての

増加率は要支援１が23.3%で

最も高く、次いで要介護２が

19.9%、要介護１が17.3%と

なっており、軽度の認定者の

増加率が高くなることが予測

されます。

■第６期計画の保険料

所得段階 対象者 保険料年額 負担割合

第1段階
生活保護被保護者及び世帯全員が村民税非課税の方で、老齢福祉年金
受給者等及び本人年金収入等80万円以下の方

36,600円 基準額×0.50

第2段階
村民税非課税世帯の方で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が80万円超120万円以下の方

54,900円 基準額×0.75

第3段階 村民税非課税世帯の方で、第２段階に該当しない方 54,900円 基準額×0.75

第4段階
村民税課税世帯で本人が村民税非課税の方で、前年の合計所得金額と
課税年金収入額の合計が80万円以下の方

65,880円 基準額×0.90

第5段階
村民税課税世帯で本人が村民税非課税の方で、第４段階に該当しない
方

73,200円 基準額×1.00

第6段階 村民税課税の方で、前年の合計所得金額が120万円未満の方 87,840円 基準額×1.20

第7段階
本人が村民税課税の方で、前年の合計所得金額が120万円以上190万
円未満の方

95,160円 基準額×1.30

第8段階
本人が村民税課税の方で、前年の合計所得金額が190万円以上290万
円未満の方

109,800円 基準額×1.50

第9段階 本人が村民税課税の方で、前年の合計所得金額が290万円以上の方 124,440円 基準額×1.70

▶お問い合わせは、健康・保険課（☎54-2211　内線140・142）へ
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総務課からお知らせです

魅力ある言葉 “手話”を学びませんか

榛東村小規模契約希望者登録ができます

手話奉仕員養成講座　入門編　受講生募集‼

　村が発注する小規模な工事及び修繕に係わる契約のうち、契約予定金額が130万円未満（工事以外にあっては50万円未

満）の契約に関して、競争入札参加資格を有していない村内業者の受注機会の拡大を図るため、榛東村小規模契約希望者

登録ができます。契約を希望される方は、要綱をお読みになり、登録申請書を提出してください。（この申請は、契約希

望者を名簿登録するもので、将来の契約行為を約束するもではありません。）

契約希望者として登録できる方
（法人事業者を含む）

・村内に主たる事業所又は住所を有している方
・村の競争入札参加資格を有していない方
・村税を滞納していない方　　　　　　　　　　　　　　など

小規模契約の種類

・一般土木工事　　・建築工事　　・大工工事
・左官工事　　・屋根工事　　・ガラス、サッシ工事
・建具工事　　・塗装工事　　・内装仕上工事
・板金工事　　・電気工事　　・管工事
・消防施設工事　　・備品の修理　　　　　　　　　　　など

▶お問い合わせ、申請先は、総務課（☎54-2211　内線255）まで。

　なお、申請書は榛東村商工会（☎54-2318）にもあります。

～手話奉仕員養成講座（入門課程）を開催します～
　聴覚障害者の社会参加促進に必要とされる手話を通じて、聴覚障害者についての基礎知識・生活について学びま

す。また、あいさつや自己紹介程度の会話ができる手話技術の習得を目指します。

　厚生労働省の手話奉仕員養成講座カリキュラムに基づき、渋川市聴覚障害者福祉協会の協力のもと開催します。

■参加対象者：手話に関心があり、手話を初めて学ぶ方

　　　　　　　全日程を受講できる方（19回以上の受講者には修了書を授与します）

■受　講　料：無料です。（テキスト代3,240円（ＤＶＤ込）は実費負担となります）

■日　　　時：５月14日㈭から10月22日㈭まで（８月13日休講）　毎週木曜日の午後１時30分～３時30分　全23回

■会　　　場：榛東村中央公民館

■定　　　員：20名程度（※参加人数によっては開催しない場合もあります。）

■申 込 方 法：往復はがきに住所・氏名・年齢・電話番号・手話経験の有無を記入のうえ次の宛先まで郵送

　　　　　　　〒370-3593　榛東村新井790-1　榛東村役場　子育て・長寿支援課「手話奉仕員養成講座（入門課程）」宛

■受 付 期 間：４月30日㈭必着

▶お問い合わせは、子育て・長寿支援課（☎54-2211　内線133）へ

話題あれこれ

住民支え合い（要援護者支援）マップづくり
　２月27日㈮、南部コミュニティセンターにおいて、民生
児童委員・区長・区長代理者・消防団や防災ボランティアの
方々と、村内福祉施設の関係者が集い、要援護者支援マップ
の更新を行いました。
　これは、災害時などに援護を必要とする方の状況を把握し、
その情報を地域で共有することを目的として、毎年、榛東村
社会福祉協議会が開催しています。「顔の見える関係づくり」
をコンセプトに、支援者相互のネットワークづくりや活発な
意見交換が行われました。
　このような活動を通じて、地域が一丸となり誰もが安心し
て暮らせる村づくりを目指していきたいと思います。

見守りネットワーク事業


